
ω様々
な公民連携の形

②
p
p
p
で
進
め
る
公
有
地
の
利
活
用

ー一
横浜市の資産活用の取組み

@公有資産利活用の背景

近
年、
地
方
自
治
体
が
保
有
す

る
土
地・
建
物
は
地
価
変
動
や
土

壌
汚
染
な
ど
不
動
産
固
有
の
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ、
ま

た
多
く
の
低
未
利
用
地
の
存
在
な

ど
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
適
切
に

不
動
産
を
利
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る。
ま

た、
公
共
施
設
の
老
朽
化
や
少

子・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
公
共

施
設
ニ
l
ズ
の
変
化
な
ど
に
対
応

し、
保
有
す
る
不
動
産
を
適
切
に

利
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る。

@これまでの公民連携による

土地等有効活用の実績

こ
れ
ま
で
に、
先
行
取
得
用
地

に
つ
い
て
平
成
口
年
度
末
保
有
量

か
ら
お
%
の
縮
減
を
前
中
期
計
画

(
計
画
年
度一
平
成
げ
j
m
年
度)

で
掲
げ、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
る

な
ど、
保
有
土
地
の
活
用・
縮
減

に
つ
い
て
計
画
的
に
取
組
ん
で
き

た
(
園
1
参
照)。
ま
た、
定
期

借
地
権
を
活
用
し
て、
公
共
施
設

と
そ
の
余
剰
容
積
を
利
用
し
た
民

間
施
設
を
民
間
事
業
者
が
複
合
開

発
し、
そ
の
公
共
施
設
を
借
上
げ

や
買
上
げ
る
こ
と
で、
市
の
財
政

支
出
を
効
率
化
す
る
官
民
の
パ
ー

ト
ナ
ー
事
業
を
実
施
し
た。
(「
権

太
坂
三
丁
目
用
地
活
用
事
業」(
平

成
同
年
建
築
局)、
「
鶴
見一
丁
目

土
地
有
効
活
用
事
業」
(
平
成
時

年
総
務
局))

さ
ら
に、
「
旧
並
木
第
三
小
学

校
活
用
事
業」
(
平
成
担
年
総
務

局)
で
は、
後
利
用
を
検
討
す
る

に
あ
た
っ
て、
市
民・
団
体
等
か

ら
募
集
し
た
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア

を
踏
ま
え
て、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
の
整
備
な
ど
の
公
募
条
件
を

整
理
し、
売
却
を
行
っ
た。

@資産活用基本方針の策定と

今後の取組み

近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
変

化、
特
に、
平
成
初
年
秋
以
降
の

景
気
低
迷
や
危
機
的
財
政
状
況、

公
会
計
制
度
改
草
の
必
要
性
な
ど

か
ら、
従
来
の
取
組
で
は
不
十
分

な
も
の
と
な
っ
て
お
り、
未
利
用

財
産
の
売
却
促
進
や
資
産
の
有
効

活
用
等
を
内
容
と
す
る
具
体
的
な

方
針
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か、
保

有
す
る
不
動
産
を
資
産
と
し
て
捉

え、
公
共・
公
益
的
な
目
的
を
踏

ま
え
つ
つ、
資
産
経
営
の
視
点
に

立
っ
て、
そ
の
有
効
活
用
を
全
庁

的・
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
「
横
浜
市
資
産
活
用
基
本
方

針」
を
平
成
辺
年
3
月
に
策
定
し

た。
同
年
ロ
月
に
策
定
し
た
中
期

4
か
年
計
画
で
も、
資
産
経
営
の

視
点
に
立
っ
て
資
産
活
用
を
検
討

し、
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に

も
寄
与
で
き
る、
公
有
資
産
の
有

効
活
用
の
実
施
を
目
標
に
掲
げ

た。平
成
辺
年
度
に
は、
普
通
財
産

及
び
基
金
に
つ
い
て
の
資
産
た
な

卸
し
を
実
施
し、
売
却
可
能
な
資

産
や
貸
付
可
能
な
資
産
に
分
類
整

理
を
し
た
が、
今
後、
さ
ら
に
個
々

の
土
地
に
つ
い
て
具
体
的
な
活
用

の
方
向
性
の
検
討
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る。

@公有資産利活用における公

民連携の必要性

財
政
状
況
の
厳
し
い
中、
限
ら

れ
た
予
算
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の一

定
の
水
準
は
維
持
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い。
公
有
資
産
に
つ

い
て
も、
単
に
売
却
ば
か
り
で
な

く、
多
様
な
利
活
用
手
法
に
よ
り

財
源
確
保
と
合
わ
せ、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る。

そ
の
た
め
に
は
公
有
資
産
利
活

用
を
。
公
民
連
携e
と
い
う
視
点

で、
発
展・
拡
大
し
て
い
く
必
要

が
あ
る。
定
期
借
地
権
制
度
な
ど

の
既
に
実
績
の
あ
る
制
度
や
手
法

に
よ
り
経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と

も
大
切
だ
が、
民
間
事
業
者
の
ア

イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
発
揮
さ
れ

る
公
募
手
法
な
ど
創
意
工
夫
が
必

要
で
あ
る。

2 

pppによる公有地利活用

共
創
推
進
事
業
本
部
で
は
こ
れ

ま
で
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
で
培
っ

た
多
く
の
情
報
や
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し、
民
間
事
業
者

の
ア
イ
デ
ア
等
が
存
分
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
に、
公
募
の
方
法
に
工

夫
の
余
地
は
な
い
か、
新
た
な
手

法
の
開
発
を
試
み
た。

取
組
む
上
で
の
問
題
意
識
は、

公
有
地
利
活
用
は
単
に
経
済
合
理

性
を
追
求
す
る
だ
け
で
よ
い
の

か、
民
間
企
業
等
が
ア
イ
デ
ア
等

を
発
揮
し
や
す
い
環
境
を
い
か
に

整
備
で
き
る
か、
ま
た
地
域
課
題

へ
の
解
決
の
糸
口
に
す
る
に
は
ど

う
す
べ
き
か、
な
ど
で
あ
っ
た。

@共創フォーラムの開催

公
民
連
携
(
p
p
p)
に
よ
る

公
有
地
利
活
用
に
つ
い
て、
民
間

企
業
と
横
浜
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
者
が
議
論
を
行
う
場
と
し

て、
平
成
初
年
度
は
共
創
オ
ー
プ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム、
平
成
剖
年
度
は

テ
1
マ
別
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

横浜市中期計画の着実な実施と事業用地保有量の適正水準
先行取得用地の縮減の取組
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催
し
た
。

新
し
い
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
に
は
先
駆
事
例
を
ヒ
ン
ト
に
し

な
が
ら
も、

様
々
な
立
場
で
実
践

を
経
験
し
て
い
る
民
間
企
業
と

の
議
論
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は、

金
融
機
関
や

コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト、

デ
ベ
ロ
ツ

パ
ー
な
ど、

公
民
連
携
や
不
動
産

開
発
に
詳
し
い
民
間
企
業
の
担
当

者
に
加
え、

総
務
局、

建
築
局、

都
市
整
備
局
な
ど
公
有
地
の
利
活

用
や
ま
ち
づ
く
り
等
に
関
わ
る
担

当
課
の
職
員
が
参
加
し
た
。
(
写

真
1)

@
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の

識
論

「
官
の
決
定
権
問
題
」

の
解
消

に
向
け
て

土
地
利
用
要
件
な
ど
を
行
政
が

細
か
く
決
め
す
ぎ
て、

民
間
事
業

者
が
創
意
工
夫
す
る
余
地
を
な
く

し
て
し
ま
っ
て
い
る
「
官
の
決
定

権
問
題
」
(
注
1)

の
解
消
に
向

け
て、

公
有
地
の
売
却、

利
活
用

の
公
募
事
業
に、

民
間
事
業
者
が

参
画
し
や
す
い
環
境
を
い
か
に
作

り
出
し
て
い
く
か
。

フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は、

米
国
や
圏
内
に
お
け
る
公

民
連
携
に
よ
る
公
有
地
の
利
活
用

事
例
を
参
考
に、

新
た
な
手
法
の

考
え
方
や
実
施
に
あ
た
っ
て
の
課

題
に
つ
い
て、

公
民
の
立
場
か
ら

率
直
な
意
見
を
出
し、

活
発
な
議

論
を
行
っ
た
。

民
間
企
業
か
ら
は、

行
政
が
土

地
利
用
条
件
等
を
定
め
る
前
に
民

聞
事
業
者
と
行
政
が
対
話
す
る
こ

と
で、

公
募
事
業
の
実
施
に
対
し

て
の
意
見
が
言
え
る
こ
と
や
公
開

さ
れ
る
資
料
だ
け
か
ら
は
把
握
し

に
く
い
行
政
の
考
え
や
意
向
を
確

認
で
き
る
こ
と
が、

事
業
計
画
を

立
案
す
る
上
で
有
用
で
あ
る
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

一

方
で
、

民
間
事
業
者
か
ら
出
さ
れ
た
ア
イ

デ
ア
等
が
公
開
さ
れ
た
り、

提
案

に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
が
な

い
と、

提
案
す
る
こ
と
に
障
踏
す

る
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

@
公
民
連
携
に
よ
る
課
題
解
決
型

公
募
手
法
の
モ
デ
ル
実
施

平
成
辺
年
度
か
ら
は、

ア
イ
デ

ア
等
の
取
扱
い
や
イ
ン
セ
ン
テ
イ

ブ
な
ど
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
交
わ
さ
れ

た
議
論
を
踏
ま
え、

具
体
的
な
検

討
に
入
っ
た
。

用
途
地
域
や
立
地
条
件
等
か

ら、

開
発
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
比

較
的
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
公
有
地

に
つ
い
て
は、

利
活
用
に
よ
り
周

辺
地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら、

行
政

と
し
て
も
土
地
利
用
内
容
に
一

定

の
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

し

か
し、

行
政
が
一

方
的
に
土
地
利

用
要
件
を
定
め
る
こ
と
で、

民
間

事
業
者
の
公
募
へ
の
参
加
意
欲
を

下
げ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り、

特
に
昨
今
の
厳
し
い
社
会
経
済
情

勢
下
に
お
い
て、

最
悪
の
場
合
に

は
公
募
事
業
が
不
調
に
終
わ
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

そ
こ
で、

民
間
事
業
者
と
横
浜

市
の
対
話
に
よ
っ
て
民
間
事
業
者

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
活
力
を
効
果
的
に

活
用
し、

不
動
産
市
場
を
十
分
に

把
握
し
た
上
で、

地
域
課
題
の
解

決
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
現
実
的
か
つ
最
適
な
土
地
利

用
要
件
を
定
め
た
公
募
事
業
の
実

施
を
可
能
と
す
る
た
め
に、
「
公

民
連
携
に
よ
る
課
題
解
決
型
公
募

手
法」

を
開
発
し
た
。

こ
の
公
募
手
法
の
流
れ
は、

①

対
話
の
対
象
と
な
る
公
有
地
の
情

報
と
と
も
に
公
募
要
項
の
骨
格
を

公
表、

②
対
話
へ
の
参
加
を
受
け

付
け、

③
民
間
事
業
者
と
横
浜
市

と
で
対
話
を
実
施、

④
対
話
結
果

を
踏
ま
え
事
業
者
公
募
要
項
を
作

成、

⑤
事
業
者
公
募
の
開
始
と

な
っ

て
い
る
(
図
2
参
照)
。

④

の
部
分
で
公
平
性、

透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
に
外
部
の
専
門
家
が

関
与
し、

⑤
の
部
分
で
対
話
の
概

要
を
公
表
す
る
。

新
し
い

試
み
で
も
あ
る
た
め
、

手
法
の
妥
当
性
や
効
果、

課
題
を

検
証
す
る
た
め
に、

モ
デ
ル
事
業

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し、

候

補
地
と
し
て、

比
較
的
規
模
の
あ

る
土
地
や
駅
前
な
ど
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
い
公
有
地
を
中
心
に
選
定

を
行
っ
た
。

そ
の
中
か
ら、

戸
塚

駅
と
い
う
大
規
模
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

至
近
で、

比
較
的
ま
と
ま
り
の
あ

る
戸
塚
区
吉
田
町
の
公
有
地
を
対

象
地
と
し
て
選
定
し
た
。

ァ.

庁
内
で
の
検
討

手
法
の
開
発
に
あ
た
っ
て、

平

成
辺
年
4

月
か
ら
叩
月
ま
で
に

行
っ
た
庁
内
で
の
議
論、

検
討
の

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
。

公
募
手
法
の
基
本
的
な
コ
ン
セ

プ
ト
や
ス
キ
l
ム
の
考
え
方、

公

募
手
法
の
流
れ、

対
話
の
ベ
l
ス

と
な
る
公
募
要
項
の
骨
格
の
内
容

に
つ
い
て、

資
産
活
用
推
進
会
議

に
お
い
て
計
3
回
に
わ
た
っ
て
協

議、
審
議
を
行
っ
た
。

そ
こ
で
は、

対
話
の
公
平
性
・

透
明
性
を
確
保

で
き
る
か、

民
間
事
業
者
か
ら
の

提
案
に
対
し
て
横
浜
市
が
柔
軟
に

対
応
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
の
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

特
に
公
平
性
・

透
明
性
を
確
保

す
る
た
め
に
対
話
の
概
要
を
公
表

す
る
こ
と
と
し
た
が、

民
間
事
業

者
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
等
の
露
呈

を
恐
れ
る
こ
と
に
よ
る、

提
案
の

質
の
低
下、

対
話
へ
の
参
加
の
消

極
化
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
の
た
め
に、

公
表
す
る
内

容
は
、

公
平
性
・

透
明
性
を
確
保

し
つ
つ
、

後
に
行
う
事
業
者
公
募

に
お
け
る
競
争
性
を
阻
害
し
な
い

範
囲
で
抽
象
化
し、

弁
護
士、

公

民
連
携
・

不
動
産
活
用
等
の
専
門

家
の
助
言、

確
認
を
受
け
る
こ
と

と
し
た
。

民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
に
対

し
て
柔
軟
な
対
応
を
行
う
た
め
に

も、

公
募
要
項
の
骨
格
(
特
に
土

地
利
用
要
件
な
ど
)

に
つ
い
て、

テーマ別共創フォーラム
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写真1(
注
l)

官
の
決
定
権
問
題

東
洋
大
学
大
学
院
根
本
祐
二
教
授
が
提
唱
す

る、
「
官」

の
側
の
一

方
的
な
発
想
や
判
断
に
よ

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
や
方
法
が
決
め
ら
れ

て
し
ま
う
結
果、

不
必
要
な
事
業、

民
の
自
由

度
の
著
し
い
低
さ、

民
へ
の
リ
ス
ク
の
押
し
付

け、

不
透
明
・

不
合
理
な
条
件
提
示
な
ど、

事

業
の
成
否
に
闘
わ
る
影
響
が
生
じ
る
問
題
を
い

う。

詳
し
く
は
4・
5
ペ
ー
ジ
を
参
照。

図2 公民連携による課題解決型公募手法の流れ
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d 
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業
者
公
募の
開
始



庁
内
で
事
前
に
議
論
を
深
め
る
こ

と
を
避
け、
対
話
の
前
に
確
定
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
心
が
け

た。
今
後、
民
間
事
業
者
か
ら
の

提
案、
意
見
に
よ
り
把
握
し
た
情

報
を
材
料
に
し
て、
庁
内
で
本
格

的
な
調
整
を
し、
適
切
な
土
地
利

用
条
件
を
設
定
す
る
こ
と
に
な

る。ィ .
課題解
決型公募手法を実施

してみて
平
成
お
年
1
月
に
実
施
し
た
対

話
に
は、
四
の
事
業
者
グ
ル
ー
プ

が
参
加
し、
事
業
者
公
募へ
の
参

加
を
強
く
意
識
し
た
真
剣
な
意

見
や
提
案
が
な
さ
れ
た。
共
創

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
指
摘
は
あ
っ
た

の
だ
が、
民
間
事
業
者
は
行
政
と

対
話
を
す
る
機
会
を
欲
し
て
い
る

こ
と
を
強
く
実
感
し
た。

今
後、
こ
れ
ら
の
真
剣
な
意
見

や
提
案
に
対
し
て
真
撃
な
姿
勢
で

臨
み
事
業
者
公
募
要
項
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
か、
民
間
事
業

者
の
財
産
で
も
あ
る
ア
イ
デ
ア
等

を、
公
平
性・
透
明
性
を
確
保
し

つ
つ
い
か
に
保
護
し
て
い
く
か、

と
い
っ
た
2
点
が
謀
せ
ら
れ
た
命

題
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
結
果
次
第
で
は、
横

浜
市
は
民
間
事
業
者
か
ら
の
今
後

の
信
頼、
協
力
を
得
ら
れ
な
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

ま
た、
モ
デ
ル
事
業
に
取
組
ん

だ
か
ら
こ
そ、
わ
か
っ
て
き
た
こ

と
が
あ
る。
一
つ
目
は、
フ
ロ
ー

(
困
2
参
照)
の
①
か
ら
③
ま
で

の
間
隔
の
取
り
方
が
重
要
で
あ
る

こ
と
で
あ
る。
特
に
今
回
は、
①

で
記
者
発
表
や
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
だ

け
で
な
く、
業
界
団
体
や
業
界
紙

な
ど
に
も
積
極
的
に
周
知
協
力
を

依
頼
し
た
こ
と
か
ら、
多
く
の
民

間
事
業
者
が
関
心
を
示
し
て
く
れ

た。
十
分
な
周
知
期
聞
が
必
要
で

あ
る。
ま
た、
民
間
事
業
者
を
対

象
に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
成

す
る
こ
と
も
今
後
考
え
る
べ
き
だ

ろ・っ。二
つ
日
は、
あ
る
意
味
で
は
課

題
で
も
あ
る
が、
対
話
時
間
の
設

定
の
難
し
き
で
あ
るロ
多
く
の

民
間
事
業
者
が
関
心
を
示
す
ほ

ど、
そ
れ
だ
け
横
浜
市
が
対
話
に

か
け
る
時
聞
が
必
要
に
な
る。
今

回
は、
共
創
推
進
課
と
総
務
局
財

産
調
整
課、
戸
塚
区
役
所
区
政
推

進
課
な
ど
の
関
係
謀
の
職
員
の
日

程
を
ほ
ぼ一
週
間
抑
え
た
上
で
対

話
時
間
の
調
整
を
行
っ
た
が、
普

通
は
こ
の
よ
う
な
対
応
は
困
難
で

あ
る。
こ
の
公
募
手
法
を一
般
化

す
る
に
は、
対
話へ
の
参
加
条
件

の
精
査
な
ど
の
様
々
な
改
善
策
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

、っ。ゥ .
霞題
解決型公募手法の
今後

の
実施に向けて

今
後、
モ
デ
ル
事
業
で
対
話
に

参
加
し
た
民
間
事
業
者
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い、
こ
の
公
募
手
法

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
意
見
を
聞

く
予
定
で
あ
る。
こ
こ
で
は、
共

創
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
議
論、
検

討
を
し
な
が
ら
も、
引
き
続
き
検

討
す
べ
き
点
に
つ
い
て
述
べ
る。

ま
ず
は、
対
話
に
参
加
し
た
民

間
事
業
者
に
十
分
な
イ
ン
セ
ン

テ
イ
プ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
と

い
う
点
で
あ
る。
対
話
へ
の
参
加

を
事
業
者
公
募
の
参
加
資
格
と
す

る
こ
と
な
ど
も
検
討
し
た
が、
イ

ン
セ
ン
テ
イ
プ
の
付
与
の
妥
当
性

や
イ
ン
セ
ン
テ
イ
プ
の
量
の
合
理

性
を
説
明
で
き、
か
つ
比
較
的
容

易
に
実
施
で
き
る
手
法
を
考
え
出

せ
な
か
っ
た。
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
等
を一
方
的
に
利
用
す
る

と
い
う
関
係
で
は
継
続
し
な
い。

本
来
は、
民
間
事
業
者
が
メ
リ
ッ

ト、
対
話
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た

と
感
じ
る
も
の
を、
民
間
事
業
者

に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

こ
の
あ
た
り
は、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い。

そ
し
て、
こ
の
公
募
手
法
が
公

有
地
の
利
活
用
に
お
い
て一
般
的

に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
も、
ど
の
よ
う
な
公
有
地
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ

る
か
と
い
う
行
政
側
の
メ
リ
ッ
ト

も
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う。
ま
た、
民
間
事
業
者
が

検
討
す
る
上
で、
ど
の
よ
う
な
情

報
の
出
し
方
(
①
の
段
階
の
公
募

要
項
の
骨
格
の
作
り
方)
が
効
果

的
な
の
か、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

効
率
の
よ
い
対
話
が
実
施
で
き
る

の
か
を
研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い。

ま
た、
欲
を
言
え
ば、
共
創

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
若
干
の
議
論
を

し
た、
地
域
が
抱
え
る
課
題
や

ニ
1
ズ
に
対
応
す
る
民
営
の
「
公

益
的
な
施
設」
(
例
え
ば、
子
育

て
支
援
ス
ペ
ー
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
等)
が
公
有
地
利
活

用
事
業
の
中
で
設
置
さ
れ
る
よ
う

に
仕
向
け
る
方
法
を
考
え
た
か
っ

た。財
政
基
盤
の
強
化
の
観
点
か

ら、
今
後、
よ
り
多
く
の
公
有
地

の
処
分・
利
活
用
が
予
想
さ
れ
る

が、
公
有
地
の
周
辺
の
住
民
や
市

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
土
地
利

用
は
で
き
ず、
そ
れ
が
C
R
E
戦

略
(
注
2)
と
は
大
き
く
異
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る。

公
共
利
用
の
た
め
に
取
得、
所

有
さ
れ
た
不
動
産
を、
当
初
の
役

割
は
終
え
た
と
し
て
も、
地
域
の

課
題
の
解
消
や
ニ
1
ズ
へ
の
対
応

の
た
め
に
使
わ
な
い
手
は
な
い。

し
か
し、
そ
の
た
め
に
は、
地
域

の
謀
題
や
ニ
1
ズ
へ
の
対
応
を
行

政
だ
け
が
担
う
の
で
は
な
く、
民

間
企
業、
N
P
O
法
人、
大
学、

社
会
起
業
家、
町
内
会、
市
民
な

ど、
様
々
な
担
い
手
の
参
画
が
不

可
欠
で
あ
り、
公
有
地
の
利
活
用

と
そ
れ
ら
の
活
動
と
の
連
携・
連

動
を
図
る
仕
組
み
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

3 

pppによる横浜市の公

有地利活用のこれから

課
題
解
決
型
公
募
手
法
は、
公

共・
公
益
的
な
利
用
が
部
分
的
に
求

め
ら
れ、
あ
る
程
度
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
認
め
ら
れ
る
公
有地
を
想
定
し

て
開
発
し
た。
横
浜
市
が
抱
え
る
公

有
地
に
は、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き

く
民

間事業者
の
活力
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
も
の
や
逆
に
市
街
化
調
整

区
域
内
の
よ
う
に
有
望
な
土
地
利
用

内
容
が
想
定
し
に
く
い
も
の、
複
雑

な
課
題
を
抱
え
て

身動き
が
と
れ
な

く
なっ
て
い
る
も
の
な
ど
様
々
な
も

の
が
あ
る。

今後、

多種多様
な
公
有
地
の
利

活
用
を
進
め
る
た
め
に、
さ
ら
に
民

間事業者
の
力
を
借
り
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ、っ。
そ
の
た
め

に
は、
民

聞事業
者
が
積
極
的
に
ア

イ
デ
ア
等
を
提
供
し
よ
うと
イ
ン
セ

ン
テ
イ
プ
を
感
じ
る
環境づ
く
り
を

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

(
注
2〉
C
R
E
臓
略

贋
土
交
通
省
が
公
表
す
る
「
C
R
E
職
略
を

実
践
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン」
で
は、
『
企

業
不
動産
につ
い
て、
「
企
業
価
値向
上」
の
観

点
か
ら
経
営
瞬
時
的
視
点
に
立っ
て
見
直
し
を

行
い、
不
動
産
投
資
の
効
率
性
を
最
大
限
向
上

さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
を
示
す
も
の』

と
定
義
さ
れ
て
い
る。
投
資
家
等
の
利
害
関
係

者
に
対
し
て
企
業
不
動
量
の
投
資
効
率
に
関
し

て
よ
り一
一層
説
明
責
任
を
負
う
よ
う
に
なっ
た

企
業
で
は、
C
R
E
マ
ネ
ジ
メ
ン
トa
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
本
格
化
し
て
い
る。

19・特集・公民連携先進都市への挑戦


	調査季報168号（全体） 19.pdf
	調査季報168号（全体） 20.pdf
	調査季報168号（全体） 21.pdf



